気候適応史プロジェクト『Newsletter』 No.8 by 総合地球環境学研究所　研究室2
 Societal Adaptation to Climate Change : Integrating Palaeoclimatological Data with Historical and Archaeological Evidences
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2016年3月24日（木）……… Raymond S. Bradley教授 講演会
   ''Norse settlers in the North Atlantic: history, archeology and paleoclimate（仮）"
2016年4月10日（日）……… 先史・古代史グループ会議
2016年4月24日（日）……… 中世史グループ会議
● 研究室通信
　　　大学共同利用機関法人 人間文化研究機構
総合地球環境学研究所　研究室2（中塚研究室）
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　　　　　鎌谷かおる　皇甫さやか
制作協力 京都通信社
　2016年2月1日からプロジェクト研究員として對馬あかねさんが加わりました。気候学グループの
調整を担当します。趣味はモノヅクリ、好きな食べもの
は豆乳。韓流ドラマへの熱い想いを研究にぶつける雪氷
女子です（本誌6ページ参照）。　　　　　　　　  （皇甫）
　定期的に撮影している集合写真は、おもに地球研の裏庭を舞台にしています。昼はキジが、夜はシカやイノ
シシがこんにちはすることも。もとは京都大学の演習林だっ
たので自然が豊かです。　　　　　　　　　　　　　（皇甫）
古文書をめくる作業
撮影のようす
　古文書に書かれた村の農業生産力をデータ化する作業を進めています。江戸時代の水害により水
分をふくんで張りついた古文書を1枚ずつ丁寧にめくり、
埃を払ったあとに撮影、翻刻します。江戸時代の村々の、
村人一人ずつの生産力の厖大な記録をまとめ、その地域
の気候変動データと突きあわせてゆきます。　　 （皇甫）
